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市民の宝　輝く瞳
ピカピカの１年生　期待を胸に

平林小学校入学式

　学校統合により、開校から２年目となる平林小学校。
例年より早く桜が満開となった４月７日、元気な新１
年生23名を迎え、保護者が見守る中、入学式が行われ
ました。落ち着いた様子で、校長先生のお話や在校生
代表の歓迎のあいさつを聞いていました。
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　令和３年度の予算規模は、一般会計総額で317億円。主要財源は、市税58億６千万
円、地方交付税125億５千万円、国庫支出金47億７千万円、市債25億９千万円となっ
ています。事務事業を見直し将来に向けた持続可能な行政運営を進めるとして、市
総合戦略に基づく事業の選択と精査集中により、前年度を４億円下回りました。
　毎年、３月定例会では、新年度の施政方針・予算案に対し、各会派からの「代表
質問」が行われます。質疑応答の時間は、会派の所属人数によって配分されます。
　新年度予算案に対する委員会審査の主な内容は、12〜14ページをご覧ください。

　　　※質疑の原稿は、質問者が作成したものを掲載しています。

予算をただす予算をただす５５会派 新年度の会派 新年度の 令
和
３
年
度
施
政
方
針
・
予
算
へ
の
代
表
質
問

令和３年５月15日発行　第64号

（2）むらかみ市議会だより

代

表

質

問

⑴

問 

過
疎
化
の
影
響
で
市
税
が
前

年
度
よ
り
減
収
し
、
財
源
の
厳
し

い
中
で
令
和
３
年
度
の
予
算
編
成

と
な
っ
た
。
市
民
の
要
望
や
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
的
確
に
捉
え
、
人

口
減
少
に
向
け
た
備
え
と
本
市
の

持
続
的
な
成
長
の
達
成
と
い
う
二

つ
の
目
標
に
向
か
い
、
大
変
な
努

力
の
下
、
有
利
な
起
債
な
ど
を
活

用
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
経

過
と
思
い
を
伺
う
。

答 

人
口
減
少
が
深
刻
な
状
況
の

中
、
外
に
納
税
者
を
確
保
で
き
る

仕
組
み
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
村
上

応
援
寄
付
金
」
の
伸
び
を
目
指
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し

て
き
た
。
ま
た
、
職
員
一
人
一
人

が
新
た
な
財
源
確
保
の
た
め
、
調

査
、
研
究
し
て
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
実
現
が
で
き
た
予
算
編
成

に
な
っ
て
い
る
。

 

（
質
問
時
間　

55
分
）

鷲
ヶ
巣
会 

予
算
編
成
へ
の
思
い
は

大滝　国吉議員
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代

表

質

問

⑵ 問 

市
内
の
基
幹
産
業
の
一
つ
で

あ
る
航
空
機
産
業
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
市
内
生
産
内
装
機
種
に
つ

い
て
も
従
前
月
産
14
機
が
令
和
３

年
５
機
と
３
分
の
１
に
減
産
さ
れ
、

需
要
低
迷
の
長
期
化
が
危
惧
さ
れ

て
い
る
。
出
向
に
よ
る
離
職
や
下

請
け
・
孫
請
け
に
も
影
響
が
及
ん

で
い
る
と
考
え
る
が
、
早
急
な
支

援
策
の
考
え
は
あ
る
か
。

答 

航
空
機
産
業
が
厳
し
い
状

況
に
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。
市
の
支
援
に
は
限
界
も
あ
る

が
、
金
融
機
関
と
連
携
し
て
耐
え

き
る
た
め
の
支
援
策
を
考
え
て
い

く
。
航
空
機
産
業
が
元
に
戻
る
見

込
み
の
令
和
６
年
ま
で
現
状
の
ま

ま
で
い
く
た
め
の
支
援
や
新
し
い

も
の
を
つ
く
る
た
め
の
支
援
な
ど

国
・
県
と
連
携
し
な
が
ら
緊
張
感

を
も
っ
て
雇
用
の
維
持
に
努
め
る
。

 

（
質
問
時
間　

55
分
）

問 

今
後
の
市
内
経
済
対
策
は
。

答 

こ
れ
ま
で
も
国
の
補
正
予
算

を
活
用
し
、
市
独
自
の
施
策
を
展

開
し
て
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

全
国
的
に
往
来
自
粛
が
あ
り
、
市

内
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

た
こ
と
な
ど
を
捉
え
、
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
引
き
続
き
行
っ
て
い

く
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
す
る

こ
と
が
最
優
先
で
あ
り
、
安
全
安

心
な
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

問 

第
２
次
総
合
計
画
で
思
う
よ

う
に
進
展
し
な
か
っ
た
こ
と
は
。

答 

人
口
減
少
対
策
が
最
優
先
課

題
で
あ
る
が
、
結
果
と
し
て
毎
年

人
口
が
減
少
し
て
い
る
。
本
市
に

向
か
っ
て
人
の
流
れ
が
起
き
る
よ

う
な
も
の
に
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

 

（
質
問
時
間　

48
分
）

問 

普
通
交
付
税
の
減
収
や
、
景

気
低
迷
に
よ
る
市
税
の
減
収
な
ど

に
対
す
る
、
恒
久
的
な
財
源
補
填

に
耐
え
う
る
基
金
残
高
と
な
っ
て

い
な
い
が
、
持
続
可
能
な
行
財
政

運
営
を
確
立
す
べ
く
、
抜
本
的
な

改
革
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

聖
域
な
く
見
直
し
を
行
う
と
と
も

に
、
新
た
な
財
源
確
保
に
取
り
組

む
な
ど
、
財
政
計
画
を
基
と
し
た
、

長
期
的
な
歳
出
の
縮
減
も
求
め
ら

れ
る
が
、
市
長
の
見
解
は
。

答 

中
長
期
的
に
見
れ
ば
自
主
財

源
が
減
少
す
る
中
に
お
い
て
、
財

源
の
確
保
に
お
い
て
は
入
口
を
広

く
有
利
な
形
を
創
り
上
げ
た
い
が
、

歳
出
に
係
る
出
口
に
つ
い
て
は
可

能
な
限
り
絞
り
込
み
、
収
支
の
バ

ラ
ン
ス
を
重
視
し
つ
つ
、
持
続
可

能
な
行
財
政
運
営
に
集
中
し
て
い

き
た
い
。

 
（
質
問
時
間　

49
分
）

問 

子
育
て
支
援
事
業
の
窓
口
は
、

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
担
う
の
か
。

答 

セ
ン
タ
ー
に
は
、
専
門
職
を

配
置
し
、
幅
広
い
子
育
て
に
対
す

る
疑
問
な
ど
に
対
応
し
て
い
く
。

庁
内
に
情
報
を
い
た
だ
い
て
か
ら

は
、
課
の
役
割
が
違
う
た
め
振
り

分
け
を
す
る
が
、
子
育
て
支
援
に

対
す
る
窓
口
は
一
つ
と
い
う
形
で

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
。

問 

子
ど
も
の
貧
困
対
策
計
画
策

定
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
保

護
者
の
他
、
保
育
園
、
小
・
中
学

校
等
も
対
象
と
し
、
真
に
子
ど
も

た
ち
の
貧
困
等
の
救
い
と
な
る
よ

う
情
報
共
有
を
図
る
べ
き
と
考
え

る
が
。

答 

小
・
中
学
校
等
と
の
情
報
共

有
は
常
に
と
っ
て
お
り
、
し
っ
か

り
と
し
た
計
画
を
作
成
す
る
。

 

（
質
問
時
間　

43
分
）

新
政
村
上

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
経
済
対
策

清
流
会

市
内
経
済
の
対
策
は

高
志
会

選
択
と
集
中
の
行
財
政
運
営
を

新
風
会

子
育
て
支
援
事
業
の
こ
れ
か
ら

長谷川　孝議員

川崎　健二議員

小杉　武仁議員

川村　敏晴議員
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一

般

質

問
⑴

13人が
一般質問

6 7 ペ
ー
ジ菅井晋一議員

１．農業振興とほ場整備事業について
２．日本海沿岸東北自動車道「朝日温

海道路」の事業促進について
３．行政事務の合理化とICTやAIの活

用推進について
４．地域公共交通について

11 10ペ
ー
ジ山田　勉議員

１．のりあいタクシーについて
２．荒川総合体育館の修繕について
３．漁業の振興について

12 10ペ
ー
ジ河村幸雄議員

１．観光産業の回復に向けた取組につ
いて

２．道の駅を活用した情報発信につい
て

8 8 ペ
ー
ジ髙田　晃議員

１．ウィズコロナ、アフターコロナを
見据えた行財政運営について

２．雪害に対する支援について

13 11ペ
ー
ジ鈴木一之議員

１．児童虐待防止対策の拡充について

4 6 ペ
ー
ジ富樫雅男議員

１．若い世代が暮らしやすいまちづく
りについて

２．中山間地の生活支援について
３．屋内での子どもの遊び場について

9 9 ペ
ー
ジ鈴木いせ子議員

１．農地中間管理機構関連農地整備事
業について

２．鳥獣被害対策について
３．令和3年度水稲の作付面積につい

て
４．豪雪による農業施設の被害につい

て

5 7 ペ
ー
ジ渡辺　昌議員

１．成年後見制度について
２．道の駅「朝日」拡充基本計画の見

直しについて
３．特殊詐欺被害への対策について

10 9 ペ
ー
ジ姫路　敏議員

１．健康づくりについて
２．新潟県交通災害共済について
３．豪雪対策について

市政を問う!!
　２月26日、３月１日・２日の３日間の日程で行われた一
般質問に13人の議員が登壇しました。
　質問および答弁の要旨を質問順に掲載します。
　一般質問の原稿は、質問者が作成したものを掲載してい
ます。

※ 紙面の都合で質疑内容の一部を掲
載しています。詳しくは、中央図
書館に備え付けの会議録や、市
ホームページから本会議の録画中
継をご覧ください。

3 6 ペ
ー
ジ稲葉久美子議員

１．新型コロナウイルス感染症の
PCR検査とワクチン接種の優先
順位について

２．就学援助制度の運用状況について
３．豪雪対策について

7 8 ペ
ー
ジ本間善和議員

１．新型コロナウイルス感染症のワク
チン接種について

２．村上地区の保育園整備について

一般質問とは？
　一般質問は、議員が市長や教育
長など市当局に対し、広く市政に
ついての報告、説明を求めるもの
です。
　定例会ごとに行われ、質問順は
抽選で決定しています。

村上市 議会中継
https://www.city.murakami.lg.jp/site/shigikai/gikai-chukei.html

木村貞雄議員
１．農業問題について
２．危機管理について

5 ペ
ー
ジ1

上村正朗議員
１．「いきいき元気な笑顔輝く、支え

合いのまちづくり」の実現に向け
た取組について

２．障害者差別解消法に関する取組に
ついて

３．不登校の児童・生徒に対する支援
について

４．ひきこもり支援について

2 5 ペ
ー
ジ
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一

般

質

問
⑵

農業の後継者育成を

支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
を

問 

後
継
者
育
成
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
を
伺
う
。

答 

農
業
の
担
い
手
育
成
支
援

に
つ
い
て
は
、
本
市
の
総
合
戦

略
登
載
事
業
に
位
置
付
け
、
次

世
代
を
担
う
農
業
者
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
、
独
立
・
自
営
就

農
す
る
新
規
就
農
者
を
対
象
に
、

国
の
人
材
投
資
事
業
や
本
市
単

独
事
業
で
あ
る
就
農
支
援
補
助

金
を
活
用
し
た
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

問 

後
継
者
育
成
に
向
け
、
若

者
に
魅
力
あ
る
ス
マ
ー
ト
農
業

の
考
え
は
。

答 

本
市
で
は
産
業
用
ド
ロ
ー

ン
が
普
及
し
て
き
て
お
り
、
従

来
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
農
薬
散
布
の
ほ
か
、

肥
料
散
布
や
生
育
状
況
を
カ
メ

ラ
で
撮
影
し
な
が
ら
肥
培
管
理

に
役
立
て
る
な
ど
の
技
術
が
進

問 

地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め
市
役
所
関

係
課
の
緊
密
な
連
携
が
必
要
で
は
。

答 

福
祉
関
係
部
署
に
限
ら
ず
、
全
庁
的

に
横
断
的
な
連
携
が
重
要
で
あ
る
。
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
、
情
報
の
共
有
や
意
見
交
換

を
実
施
し
連
携
を
深
め
て
い
る
。

問 

社
会
福
祉
協
議
会
や
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
と
の
連
携
も
重
要
と
考
え
る
が
。

答 

地
域
福
祉
の
推
進
を
掲
げ
る
社
会
福

祉
協
議
会
は
地
域
福
祉
推
進
の
上
で
重
要

な
役
割
が
あ
り
、
情
報
共
有
や
意
見
交
換

な
ど
常
日
頃
か
ら
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
も
地
域
で

支
え
合
う
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

ん
で
き
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
作
業
現
場

の
改
革
が
後
継
者
育
成
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
捉
え
て
い
る
。

問 

岩
船
米
の
品
質
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
を
伺
う
。

答 

岩
船
農
業
振
興
協
議
会
作
物
部
会
で
、

変
動
気
象
に
対
応
し
た
技
術
対
策
や
地
区

別
情
報
提
供
・
指
導
体
制
の
強
化
を
重
点

課
題
と
し
て
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

問 

一
級
河
川
荒
川
に
関
わ
る
右
岸
・
左

岸
用
水
が
共
に
水
利
権
の
関
係
で
取
水
量

が
規
制
さ
れ
て
い
る
。
品
質
向
上
の
た
め

に
十
分
な
用
水
を
使
え
る
よ
う
に
国
土
交

通
省
へ
要
望
し
て
は
い
か
が
か
。

答 
高
温
障
害
を
防
止
す
る
た
め
に
出
穂

後
の
か
ん
水
の
継
続
は
重
要
で
あ
る
。
北

陸
農
政
局
か
ら
北
陸
地
方
整
備
局
河
川
部

長
へ
「
高
温
に
伴
う
農
業
用
水
の
取
水
に

関
す
る
要
請
」
を
行
っ
て
い
る
。

問 

障
害
者
差
別
解
消
法
の
趣
旨
の
徹
底

と
具
体
化
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
福
祉
ま
つ
り
等
で

配
布
し
、
差
別
解
消
と
合
理
的
配
慮
に
つ

い
て
の
周
知
を
図
っ
た
。
平
成
30
年
度
に

は
「
村
上
市
に
お
け
る
障
が
い
を
理
由
と

す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
職
員

対
応
要
領
」
を
策
定
し
、
さ
ら
に
、
障
が

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
職
員
と
本
市
職

員
を
対
象
に
研
修
会
を
実
施
し
た
。
ま
た
、

教
育
委
員
会
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
と
な
い
子
ど
も
が
共
に
学
び
合
え
る

「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
」
に

基
づ
く
特
別
支
援
教
育
の
推
進
に
努
め
て

い
る
。

問 

ひ
き
こ
も
り
支
援
で
は
、
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
型
の
支
援
が
重
要
と
考
え
る
が
。

答 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
支
援
は
効
果
的
な

支
援
だ
が
、
本
人
や
家
族
の
状
況
に
応
じ

て
慎
重
に
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

若者に魅力あるスマート農業に期待

必要な方に食料を支援する「フードバンクむらかみ」が活動を始めました

木村　貞雄議員

上村　正朗議員
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屋内での子どもの遊び場

問 
就
学
援
助
制
度
の
周
知
方
法
と
提
出

方
法
を
伺
う
。

答 

児
童
・
生
徒
の
保
護
者
全
員
に
、
毎

年
１
月
に
お
知
ら
せ
し
、
新
小
学
１
年
生

の
保
護
者
に
は
、
１
月
に
入
学
通
知
と
一

緒
に
郵
送
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
報
お
よ

び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
、
希

望
す
る
保
護
者
の
利
用
に
つ
な
が
る
よ
う

に
配
慮
し
て
い
る
。
提
出
方
法
は
、
３
月

31
日
ま
で
に
教
育
委
員
会
に
直
接
提
出
す

る
か
簡
易
書
留
に
よ
る
郵
送
で
の
提
出
と

な
っ
て
い
る
。

問 

就
学
援
助
制
度
を
知
ら
な
か
っ
た
と

い
う
声
が
あ
る
。
就
学
援
助
の
希
望
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
生
徒
に
提
出
を
求

問 

旧
神
納
東
小
学
校
の
体
育

館
を
子
ど
も
の
遊
び
場
と
し
て

活
用
す
る
方
針
が
示
さ
れ
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
考

え
て
い
る
か
伺
う
。

答 

未
就
学
児
の
体
力
向
上
に

結
び
付
く
よ
う
な
遊
具
の
設
置

を
検
討
し
て
お
り
、
今
後
、
専

門
家
等
の
意
見
を
踏
ま
え
て
決

め
る
。
ま
た
、
指
定
避
難
所
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
可
動
式
の
遊

具
を
中
心
と
し
た
整
備
を
考
え

て
い
る
。

問 

具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
伺
う
。

答 

建
築
確
認
の
用
途
変
更
等

の
手
続
き
を
行
い
、
令
和
３
年

度
中
に
遊
具
を
設
置
し
、
令
和

４
年
４
月
に
開
設
し
た
い
。

問 

遊
び
場
の
床
、
壁
、
遊
具

な
ど
に
市
内
の
森
林
資
源
で
あ

る
木
材
を
有
効
活
用
す
る
こ
と

は
子
ど
も
の
木
育
に
通
じ
る
。

め
て
は
ど
う
か
。

答 
案
内
の
簡
素
化
と
全
生
徒
の
返
信
も

検
討
し
た
い
。

問 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
施
設

等
の
従
事
者
も
高
齢
者
と
同
等
の
優
先
順

位
と
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答 

介
護
保
険
施
設
や
一
定
の
要
件
を
満

た
す
高
齢
者
施
設
に
お
い
て
、
特
例
と
し

て
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
従
事
者
の
接
種
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
今
後
の
ワ
ク

チ
ン
の
配
分
状
況
等
を
踏
ま
え
、
接
種
体

制
を
整
え
て
い
く
中
で
、
同
時
期
に
接
種

が
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

問 

玄
関
先
か
ら
道
路
ま
で
の
除
雪
が
大

変
だ
が
、
除
雪
費
用
の
援
助
は
。

答 

現
状
で
は
、
玄
関
先
の
除
雪
は
対
象

と
し
て
い
な
い
が
、
除
雪
の
苦
労
は
承
知

し
て
い
る
。
今
後
は
、
さ
ら
に
利
用
し
や

す
い
制
度
と
な
る
よ
う
研
究
を
し
て
い
く
。

こ
の
遊
び
場
を
、
本
市
の
力
を
結
集
し
た

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
取
り
組
み
、
内
外

に
ア
ピ
ー
ル
し
、
林
業
関
連
事
業
の
成
長

に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

答 

木
に
親
し
み
共
生
し
て
い
く
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
県

の
半
分
の
森
林
資
源
生
産
量
を
占
め
る
本

市
に
あ
っ
て
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

を
進
め
る
上
で
林
産
業
は
重
要
な
担
い
手

と
考
え
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
も
村
上
駅

の
駐
車
場
、
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
や
他
の
公

共
施
設
で
も
、
市
産
材
の
活
用
を
推
進
し

て
き
た
。
旧
神
納
東
小
学
校
の
体
育
館
を

中
心
と
し
た
子
ど
も
の
遊
び
場
に
つ
い
て

も
、
ぜ
ひ
と
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
出
し

て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
。

稲葉久美子議員

富樫　雅男議員

令和３年度　就学援助制度〈準要保護〉のお知らせ

来春開所予定の旧神納東小学校体育館

就
学
援
助
制
度
の
周
知
徹
底
を

一

般

質

問
⑶
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市民後見人養成の方向性は
問 

今
年
度
よ
り
市
民
後
見
人

養
成
講
座
が
実
施
さ
れ
た
が
、

今
後
の
講
座
の
継
続
や
目
標
と

す
る
修
了
者
数
は
。

答 

決
意
と
熱
意
を
持
つ
11
人

も
の
市
民
後
見
人
候
補
者
を
養

成
で
き
、
大
変
心
強
く
感
じ
て

お
り
、
３
年
度
以
降
も
講
座
を

継
続
し
て
い
く
。
支
援
を
必
要

と
す
る
方
の
実
態
把
握
に
努
め

な
が
ら
、
今
後
の
講
座
の
修
了

者
数
を
見
極
め
て
い
く
。

問 

養
成
講
座
修
了
者
が
実
際

に
家
庭
裁
判
所
か
ら
市
民
後
見

人
に
選
任
さ
れ
る
に
は
、
十
分

な
実
務
研
修
が
必
要
で
あ
る
が
、

支
援
等
の
体
制
は
。

答 

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
へ
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
の
開
催
の
ほ

か
、
弁
護
士
等
の
専
門
職
や
法

人
後
見
の
関
係
機
関
の
協
力
を

得
て
、
法
人
後
見
支
援
員
と
し

て
実
務
を
経
験
で
き
る
取
り
組

問 

朝
日
地
域
に
お
け
る
ほ
場
整
備
事
業

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答 

長
津
地
区
の
ほ
か
、
舘
腰
・
三
面
・

千
縄
・
布
部
で
、
ほ
場
整
備
計
画
が
事
業

採
択
に
向
け
て
進
行
中
で
あ
る
。
長
津
地

区
は
令
和
４
年
度
お
よ
び
５
年
度
は
調
査

設
計
、
６
年
度
は
工
事
に
向
け
た
測
量
設

計
、
７
年
度
か
ら
は
面
整
備
工
事
を
開
始

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

問 

朝
日
温
海
道
路
の
進
捗
状
況
と
供
用

開
始
の
見
込
み
は
。

答 

昨
年
（
仮
称
）
１
号
ト
ン
ネ
ル
が
貫

通
し
、（
仮
称
）
11
号
ト
ン
ネ
ル
も
掘
削

を
開
始
し
、
橋
梁
や
地
盤
改
良
工
事
等
が

全
線
に
わ
た
り
行
わ
れ
て
い
る
。
一
部
供

み
を
考
え
て
い
く
。

問 

県
内
の
他
の
自
治
体
で
は
、
養
成
講

座
修
了
者
の
多
く
が
市
民
後
見
人
で
は
な

く
法
人
後
見
支
援
員
と
し
て
活
動
さ
れ
て

い
る
が
、
本
市
の
市
民
後
見
人
養
成
の
方

向
性
は
。

答 

市
民
後
見
人
と
な
る
に
は
家
庭
裁
判

所
か
ら
選
任
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
す

ぐ
に
選
任
さ
れ
る
こ
と
は
難
し
い
の
が
実

態
。
法
人
後
見
支
援
員
等
の
実
務
経
験
を

有
し
、
ま
た
、
行
政
や
地
域
に
お
い
て
選

任
後
の
支
援
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
必
要
。
本
市
と
し
て
は
、
法
人
後
見

支
援
員
と
し
て
活
動
で
き
る
環
境
を
整
え

る
と
と
も
に
、
市
民
後
見
人
と
し
て
活
動

し
や
す
い
支
援
体
制
を
整
備
し
て
、
養
成

講
座
修
了
者
の
皆
さ
ま
が
市
民
後
見
人
と

し
て
選
任
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

用
開
始
は
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
進
捗
を
見

な
が
ら
、
よ
り
早
期
に
整
備
効
果
が
発
揮

で
き
る
よ
う
要
望
し
て
い
く
。

問 

多
額
の
投
資
が
あ
っ
て
も
、
投
資
効

果
は
供
用
開
始
し
て
、
初
め
て
そ
の
効
果

が
発
揮
さ
れ
る
。（
仮
称
）
大
須
戸
Ｉ
Ｃ

ま
で
の
供
用
開
始
を
要
望
で
き
な
い
か
。

答 

ま
さ
に
一
部
供
用
開
始
を
順
調
に
進

め
ら
れ
る
か
が
正
念
場
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
一
刻
も
早
く
そ
の
道
筋
が
明
ら
か

に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問 

高
齢
者
が
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通

と
し
て
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
や
自
家
用

有
償
旅
客
運
送
の
積
極
的
な
活
用
は
で
き

な
い
か
。

答 

公
共
交
通
機
関
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
や
バ
ス

事
業
者
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
補
完
す

る
形
で
、
の
り
あ
い
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
型

の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
、
市
内
の

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
る
。

渡辺　昌議員

日
沿
道
大
須
戸
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
供
用
を 菅井　晋一議員

成年後見制度の周知や利用促進を図るためのパンフレット

工事着手から８年経過した朝日温海道路（新潟国道事務所提供）

一

般

質

問
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一

般

質

問
⑸

ウィズコロナを見据えた支援策

問 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
各
自

治
体
が
実
施
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
本
市
の
接
種
対
象
者
の

人
数
は
。

答 

令
和
３
年
２
月
１
日
現
在
の
人
口

を
基
に
導
き
だ
し
た
数
値
だ
が
、
高
齢

者
２
万
２
７
２
０
人
、
高
齢
者
施
設
等

の
従
事
者
１
１
０
３
人
、
基
礎
疾
患
を

有
す
る
方
は
人
口
の
６・
３
％
を
見
込
み

３
６
６
４
人
、
医
療
従
事
者
等
は
最
終
的

に
県
が
人
数
を
ま
と
め
る
が
、
現
段
階
で

は
人
口
の
３・
０
％
を
見
込
み
１
７
４
５

人
、
16
歳
以
上
は
、
２
万
３
０
０
６
人
で

あ
る
。

問 

長
期
化
に
よ
っ
て
影
響
が

心
配
さ
れ
る
飲
食
店
や
宿
泊
業
、

生
活
困
窮
者
へ
の
新
た
な
支
援

策
は
。

答 

緊
急
事
態
宣
言
や
県
の
警

報
が
継
続
し
て
い
る
中
で
も
、

実
施
で
き
る
給
付
型
の
支
援
策

や
警
報
解
除
後
、
速
や
か
に
事

業
回
復
に
つ
な
が
る
支
援
策
と

し
て
、
元
気
づ
く
り
商
品
券
発

行
事
業
、
飲
食
店
緊
急
支
援
事

業
、
市
民
宿
泊
割
引
事
業
の
３

事
業
や
生
活
支
援
事
業
を
実
施

す
る
ほ
か
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
地
方
回
帰
の
促
進
、
飲
食
店

や
宿
泊
業
以
外
の
業
種
も
含
め

た
事
業
者
支
援
、
学
生
や
生
活

困
窮
者
支
援
な
ど
も
準
備
し
て

い
る
。

問 

飲
食
店
や
宿
泊
業
は
、
首

都
圏
の
緊
急
事
態
宣
言
や
Ｇ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
停
止
に
よ
り
、
再
び
苦
境

に
立
た
さ
れ
て
お
り
、
臨
時
休

問 

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
順
番
は
。

答 
国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
最

初
に
医
療
従
事
者
を
は
じ
め
救
急
隊
員
が

対
象
と
な
り
、
次
に
65
歳
以
上
の
高
齢
者
、

そ
の
次
に
高
齢
者
以
外
の
基
礎
疾
患
を
有

す
る
方
お
よ
び
高
齢
者
施
設
等
の
従
事
者
、

そ
の
後
に
そ
れ
以
外
の
方
へ
と
想
定
し
て

い
る
。

問 

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
方
法
は
。

答 

集
団
接
種
会
場
と
し
て
３
カ
所
程
度
、

個
別
接
種
（
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
）
は

約
20
カ
所
の
医
療
機
関
と
調
整
中
で
あ
る
。

問 

65
歳
以
上
の
方
へ
の
接
種
案
内
は
、

い
つ
発
送
す
る
の
か
。

答 

３
月
中
旬
以
降
の
発
送
を
考
え
て
い
る
。

問 

市
民
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

の
周
知
方
法
と
時
期
は
。

答 

３
月
15
日
の
市
報
で
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て
の
概
要
を
お
知
ら
せ
す
る
準
備

を
し
て
い
る
。

業
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
長
期
化

を
見
据
え
た
新
た
な
支
援
は
。

答 

Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
や
県
内
ト
ラ
ベ
ル
事
業
で

も
感
染
者
を
抑
え
、
活
況
を
得
た
成
功
事

例
を
活
か
し
た
支
援
を
行
う
。
加
え
て
、

事
業
規
模
に
応
じ
、
国
等
の
支
援
の
隙
間

を
埋
め
る
支
援
を
適
宜
・
適
切
・
速
や
か

に
実
施
す
る
。

問 

生
活
困
窮
者
に
対
し
、
民
間
団
体
も

実
効
性
あ
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
フ
ー

ド
バ
ン
ク
に
対
し
て
の
市
の
支
援
策
は
。

答 

フ
ー
ド
バ
ン
ク
は
、
行
政
支
援
な
く

と
も
継
続
し
て
い
く
と
い
う
見
事
な
取
り

組
み
を
し
て
い
る
。
財
政
支
援
だ
け
で
な

く
、
二
つ
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
が
何
を
必
要

と
し
て
い
る
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に

立
っ
て
、
よ
り
良
い
支
援
策
が
で
き
る
よ

う
、
し
っ
か
り
と
連
携
し
て
い
き
た
い
。

本間　善和議員

髙田　晃議員

ワクチン接種の予診票

観光客を待ち望む瀬波温泉

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
定
は
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（9） むらかみ市議会だより

一

般

質

問
⑹

農地整備事業の進捗は
問 

朝
日
地
域
長
津
地
区
の
農

地
整
備
事
業
の
調
査
設
計
が
令

和
４
年
度
実
施
見
込
み
と
の
こ

と
だ
が
、
市
の
対
応
は
。

答 

本
市
と
三
面
川
沿
岸
土
地

改
良
区
で
、
ほ
場
整
備
事
業
の

推
進
協
議
会
の
設
立
時
期
等
に

つ
い
て
、
打
合
わ
せ
を
行
っ

た
。
推
進
協
議
会
は
、
本
工
事

着
工
の
お
お
む
ね
２
年
前
に
立

ち
上
げ
が
必
要
と
な
り
、
そ
の

後
、
設
置
さ
れ
る
換
地
委
員
会

に
よ
り
、
換
地
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
も
協
議
を
進
め
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
本

市
に
お
け
る
担
当
窓
口
は
、
農

林
水
産
課
に
置
く
こ
と
に
な
る

が
、
事
業
主
体
で
あ
る
県
を
は

じ
め
、
三
面
川
沿
岸
土
地
改
良

区
、
Ｊ
Ａ
、
地
元
関
係
者
ら
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問 

こ
の
事
業
の
採
択
要
件
の

問 

今
年
は
雪
が
多
く
、
市
民
は
年
末
年

始
か
ら
除
雪
作
業
に
追
わ
れ
る
毎
日
が
続

い
た
。
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方
な
ど

の
生
活
弱
者
に
対
す
る
支
援
は
、
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
た
の
か
聞
き
た
い
。

答 

本
市
で
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

等
を
対
象
に
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
と
、
そ

れ
に
伴
う
排
雪
作
業
へ
の
費
用
助
成
が
あ

る
。
１
回
１
万
円
を
上
限
に
年
度
内
３
回

ま
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
年
度

の
申
請
件
数
は
、
令
和
３
年
２
月
17
日
現

在
で
１
５
８
件
と
な
っ
て
い
る
。

問 
本
市
は
新
潟
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

大
学
と
包
括
連
携
に
関
す
る
協
定
書
を
結

ん
で
い
る
。
こ
の
連
携
協
定
を
生
か
し
て

一
つ
に
、
県
が
進
め
る
園
芸
の
導
入
と
あ

る
が
。

答 

事
業
完
了
後
５
年
以
内
に
収
益
を

20
％
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
た
め
、
県
が
進
め
る
園
芸
振
興
基
本
戦

略
に
基
づ
き
、
水
稲
だ
け
に
依
存
し
な
い
、

も
う
か
る
農
業
の
実
現
に
向
け
、
園
芸
の

導
入
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

問 

舘
腰
地
区
と
三
面
地
区
に
も
説
明
に

入
っ
て
い
る
。
本
市
の
農
業
に
は
有
益
な

事
業
と
思
う
が
。

答 

基
盤
整
備
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な

い
農
地
は
、
担
い
手
が
借
り
受
け
な
い
恐

れ
が
あ
る
。
こ
の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化

を
加
速
し
、
豊
か
で
競
争
力
の
あ
る
農
業

の
実
現
に
資
す
る
こ
と
は
、
本
市
に
と
っ

て
有
益
な
事
業
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

豪
雪
時
に
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大

学
の
学
生
に
よ
る
マ
ン
パ
ワ
ー
を
結
集
さ

せ
て
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
宅
の
玄
関
前

の
雪
か
き
を
行
え
る
よ
う
に
、
大
学
側
に

お
願
い
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

答 

こ
れ
ま
で
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

大
学
と
は
包
括
連
携
の
下
、
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
で
協
力
し
合
っ
て
き
て
い
る
。
今
回

の
提
案
に
つ
い
て
は
、
そ
の
中
の
一
つ
と

し
て
議
論
を
行
っ
て
い
く
。

問 

雪
か
き
で
困
っ
て
い
る
高
齢
者
宅
等

に
、
大
学
生
が
手
伝
い
に
入
る
こ
と
で
、

助
か
る
と
思
う
。
豪
雪
集
落
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
作
業
を
し
て
、
集
会
場
で
一
緒
に

昼
食
を
と
り
時
間
を
過
ご
す
こ
と
で
、
新

た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
生
ま
れ
る
と
思

う
。
こ
れ
を
機
に
、
大
学
と
地
域
と
の
つ

な
が
り
も
深
く
な
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答 

大
学
は
じ
め
、
学
生
に
と
っ
て
も
、

そ
し
て
集
落
に
も
良
い
こ
と
だ
と
思
う
。

鈴木いせ子議員

豪
雪
に
は
若
い
パ
ワ
ー
を

姫路　敏議員

農機具の大型化が進んでいる農業

新潟リハビリテーション大学との包括連携の協定書
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一

般

質

問
⑺

県民宿泊割の再実施へ

問 
荒
川
総
合
体
育
館
の
一
部
屋
根
の
損

傷
に
よ
り
、
全
館
が
約
１
カ
月
間
使
用
で

き
な
い
期
間
が
あ
っ
た
。
再
開
後
も
１
、

２
階
と
も
雨
漏
り
に
よ
り
一
部
使
用
が
制

限
さ
れ
た
。
ま
た
、
昨
年
12
月
２
日
に
ア

リ
ー
ナ
の
照
明
が
落
下
し
た
が
、
安
全
性

は
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答 

屋
根
の
破
損
、
落
下
し
た
部
分
の
補

修
工
事
に
つ
い
て
は
完
了
し
た
が
、
雪
に

よ
り
屋
根
の
点
検
が
で
き
な
か
っ
た
部
分

が
あ
り
、
状
況
を
見
な
が
ら
改
め
て
実
施

す
る
。
雨
漏
り
に
つ
い
て
は
、
直
接
の
原

因
や
場
所
が
特
定
で
き
な
い
こ
と
か
ら
今

後
調
査
を
行
い
、
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

照
明
は
70
基
あ
り
、
業
者
立
ち
合
い
の
も

問 

観
光
産
業
の
回
復
に
向
け
、

需
要
喚
起
を
進
め
る
た
め
、
今

と
る
べ
き
支
援
策
と
感
染
拡
大

が
抑
え
ら
れ
た
状
況
下
で
改
め

て
打
つ
支
援
策
は
。

答 

県
や
市
の
宿
泊
割
引
等
を

は
じ
め
、
７
月
か
ら
開
始
さ
れ

た
国
の
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事

業
に
よ
り
誘
客
促
進
に
取
り
組

ん
だ
こ
と
な
ど
か
ら
、
中
核
を

な
す
瀬
波
温
泉
の
入
込
客
数
は
、

今
年
度
６
月
末
時
点
で
、
対
前

年
同
月
比
29
・
６
％
と
な
っ
て

い
た
が
、12
月
末
に
は
76
・
６
％

ま
で
回
復
し
た
。
し
か
し
、
Ｇ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
ト
ラ
ベ
ル
が
全
国
一
斉

に
停
止
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
の

影
響
で
、
本
市
に
お
い
て
も
再

び
観
光
客
の
減
少
が
続
い
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
瀬
波
温
泉
旅

館
協
同
組
合
や
関
連
す
る
業
者

の
方
と
は
、
こ
れ
ま
で
も
情
報

交
換
を
行
い
、
宿
泊
割
引
キ
ャ

と
安
全
確
認
お
よ
び
補
修
を
行
っ
た
。

問 
の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
の
予
約
時
間
の

柔
軟
な
対
応
や
料
金
の
定
額
制
に
つ
い
て

伺
う
。

答 

予
約
時
間
の
改
善
を
運
行
事
業
者
と

協
議
を
重
ね
て
い
る
が
、
配
車
対
応
に
加

え
乗
務
員
確
保
が
困
難
の
た
め
対
応
は
で

き
な
い
と
回
答
が
あ
る
。
料
金
は
乗
車
距

離
に
よ
る
設
定
を
基
本
と
し
て
い
る
た
め
、

定
額
制
に
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

問 

第
２
次
村
上
市
総
合
計
画
の
中
で

「
水
産
業
の
活
性
化
と
消
費
拡
大
の
推
進
」

と
あ
る
が
、
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
事
業
の

内
容
は
。

答 

東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
新
潟
プ
レ
ミ

ア
ム
サ
ロ
ン
に
、
越
後
ズ
ワ
イ
を
出
展
し

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
た
。
今
後
も
、
本
市
の

ブ
ラ
ン
ド
品
と
し
て
、
支
持
し
て
も
ら
え

る
よ
う
漁
協
関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
く
。

ン
ペ
ー
ン
や
お
土
産
割
引
券
の
配
布
な
ど
、

観
光
客
早
期
回
復
応
援
事
業
を
展
開
し
て

き
た
が
、
今
後
の
感
染
状
況
の
推
移
を
注

視
し
な
が
ら
引
き
続
き
支
援
を
実
施
し
て

い
く
。

問 

新
た
な
観
光
戦
略
お
よ
び
観
光
政
策

の
企
画
立
案
が
必
要
で
は
。

答 

観
光
事
業
の
在
り
方
は
、
大
き
な
転

換
期
を
迎
え
て
い
る
と
考
え
て
お
り
、
今

年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
実
施
し
た
事
業
は
、
将
来
の
在

り
方
を
見
据
え
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。本
市
で
は
初
め
て
と
な
る「
村

上
オ
ン
ラ
イ
ン
物
産
展
」
を
開
催
し
、
出

展
セ
ミ
ナ
ー
や
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
を
通
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
に
お
け

る
参
加
事
業
者
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

山田　勉議員

河村　幸雄議員

抜本的な屋根の改修が必要（荒川総合体育館）

駅前観光案内所

荒
川
総
合
体
育
館
の
修
繕
を
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一

般

質

問
⑻

児童虐待防止対策の拡充
問 

児
童
虐
待
防
止
対
策
の
拡

充
に
は
、親
や
社
会
の
中
に「
権

利
の
主
体
と
し
て
の
子
ど
も
」

と
い
う
理
念
が
理
解
さ
れ
浸
透

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の

た
め
の
道
徳
や
倫
理
面
で
の
教

育
が
必
要
と
思
う
が
。

答 

虐
待
は
、
子
ど
も
の
心
身

へ
重
大
な
影
響
を
与
え
る
と
と

も
に
、
子
ど
も
に
対
す
る
最
も

重
大
な
権
利
の
侵
害
と
捉
え
て

い
る
。
虐
待
の
未
然
防
止
の
た

め
に
は
、
人
と
の
つ
な
が
り
や

周
囲
か
ら
の
声
掛
け
が
欠
か
せ

な
い
と
考
え
て
い
る
。
学
校
で

は
体
験
的
に
学
ぶ
機
会
を
計
画

的
に
設
定
し
、
地
域
の
大
人
と

の
つ
な
が
り
の
中
で
豊
か
な
心

や
感
性
を
育
て
て
い
る
。
ま
た
、

思
い
や
り
を
持
ち
、
自
分
の
周

り
の
人
、
社
会
に
と
っ
て
よ
り

良
い
判
断
が
で
き
る
よ
う
「
考

え
、
議
論
す
る
道
徳
」
を
実
践

し
て
い
る
。

問 

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事

業
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
の
考
え
を
伺
う
。

答 

関
係
機
関
を
横
断
的
に
連
携
し
、
協

働
の
体
制
づ
く
り
を
行
う
事
業
で
あ
る
。

市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
に
環
境
を
整
え
て
い
く
。
具
体

的
に
は
、
妊
娠
届
出
の
際
に
保
健
師
や
看

護
師
等
の
専
門
職
が
心
身
の
状
況
や
生
活

環
境
な
ど
に
お
け
る
母
子
の
実
情
を
把
握

し
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
る
こ
と
で
不
安
を
取
り
除
く
と

と
も
に
、
虐
待
の
リ
ス
ク
を
未
然
に
防
ぎ
、

察
知
し
た
場
合
に
は
専
門
機
関
へ
つ
な
げ

る
な
ど
、
児
童
虐
待
を
防
止
す
る
効
果
が

期
待
さ
れ
る
。

鈴木　一之議員

早期発見・早期対応を

議長交際費の支出状況
　村上市議会では、「村上市議会議長交際費の支出基準」を定め、議長交際費の適正かつ公正な支出に努めて
います。令和２年度の議長交際費の支出状況は次のとおりです。各月の支出内容については、市議会ホーム
ページの（村上市議会議長交際費）をご覧ください。 （単位：円）

項目
月 祝儀 会費 弔慰 見舞い 接遇 贈答 その他 月計

４  月
５  月
６  月 11,000（２件） 11,000
７  月
８  月
９  月 26,500（１件） 10,560（１件） 37,060
10  月
11  月 11,780（２件）10,000（１件） 21,780
12  月
１  月
２  月 20,000（２件） 5,000（１件） 25,000
３  月
合  計 0 11,780 56,500 5,000 0 10,560 11,000 94,840
祝　儀：記念式典、総会、行事などへのお祝いに係る支出
会　費：記念式典、総会、行事などへの参加に係る支出
弔　慰：議会関係者などに対する香典などに係る支出
見舞い： 議会関係者の病気などに対する見舞金、災害などによる

見舞金に係る支出

接　遇：議会への来客賄いなどに係る支出
贈　答：議会運営上必要な相手への贈答に係る支出
その他：上記以外の支出
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委
員
会
の
審
査
報
告
⑴

◎
小
杉　

武
仁 

○
河
村　

幸
雄

　

渡
辺　
　

昌 　

木
村　

貞
雄

　

本
間　

善
和 　

髙
田　
　

晃

　

佐
藤　

重
陽

総
務
文
教

総
務
文
教

◆
村
上
市
地
方
創
生
応
援
基
金
条

例
制
定
に
つ
い
て

問 

基
金
を
設
置
す
る
目
的
は
。

答 

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
信

金
中
央
金
庫
創
立
70
周
年
事
業
と

し
て
、
１
千
万
円
の
寄
附
が
あ
り
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
ジ
ュ
ニ
ア
育

成
な
ど
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
意
向
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
、
今
年
度
は
事
業
費
が

縮
小
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
有
効

に
使
え
る
よ
う
に
基
金
に
積
み
立

て
る
も
の
で
あ
る
。

【
歳
入
】

・
地
方
交
付
税

問 

人
口
減
が
進
む
に
つ
れ
、
基

準
財
政
需
要
額
と
収
入
額
に
よ
っ

て
交
付
税
額
も
減
少
す
る
が
、
県

３
年
度 

一
般
会
計
予
算

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
聖
地
「
む
ら
か
み
」

の
財
政
状
況
も
厳
し
い
中
、
本
市

の
財
政
見
通
し
は
。

答 

市
の
税
収
は
減
っ
て
い
る
が
、

交
付
税
に
振
り
替
わ
っ
た
り
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
複
雑
化
し
て

い
る
。
元
利
償
還
金
に
つ
い
て
は

令
和
５
年
度
を
目
途
に
ピ
ー
ク
と

な
る
が
、
そ
れ
以
降
は
下
が
っ
て

い
く
予
測
と
な
り
、
将
来
的
に
は

基
金
に
頼
ら
な
い
構
造
に
し
た
い
。

・
国
庫
支
出
金

・
諸
収
入

問 

村
上
市
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の

広
告
収
入
に
つ
い
て
、
残
り
19
区

画
で
あ
る
が
、
広
告
収
入
を
得
る

た
め
に
行
っ
て
い
る
企
業
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
方
法
は
。

答 

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
も
あ
り
、
企

業
訪
問
を
控
え
て
い
た
が
、
瀬
波

温
泉
旅
館
協
同
組
合
へ
の
案
内
の

ほ
か
、
本
年
１
月
に
は
商
工
会
議

所
、
商
工
会
会
員
向
け
に
広
告
募

集
の
案
内
チ
ラ
シ
の
配
布
を
お
願

い
し
、
詳
細
に
つ
い
て
は
訪
問
し

て
説
明
を
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に

し
て
い
る
。
現
在
、
市
内
事
業
所

か
ら
も
申
し
入
れ
が
あ
る
。

【
歳
出
】

・
総
務
費

問 

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を
17
協

議
会
に
交
付
し
て
い
る
が
、
余
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
よ
る
と
繰
越
金
の
限
度

は
25
％
以
内
と
定
め
て
い
る
の
に

対
し
、
繰
越
額
が
60
％
を
超
え
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。答 

交
付
金
で
あ
る
こ
と
か
ら
市

推
進
に
電
子
黒
板
等
の
機
器
の
整

備
が
重
要
だ
と
思
う
が
、
現
在
の

状
況
は
。

答 

現
在
、
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
を

使
っ
て
大
型
提
示
装
置
の
代
用
を

し
て
い
る
。
具
体
的
に
小
学
校
は

４・
５
・
６
年
生
の
教
室
、
中
学
校

は
全
学
年
の
教
室
に
整
備
す
る
こ

と
で
検
討
し
て
お
り
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
有
効
活
用
を
す
る
た
め
に
も
、

大
型
提
示
装
置
の
整
備
を
早
急
に

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

◆
条
例
制
定　
１
件

◆
条
例
改
正　
２
件

◆
市
有
財
産
の
無
償
貸
付　
１
件

◆
土
地
取
得
特
別
会
計

◆
土
地
取
得
特
別
会
計

◆
情
報
通
信
事
業
特
別
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

２
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

２
年
度 

特
別
会
計
補
正
予
算

３
年
度 

特
別
会
計
予
算

問 

消
防
費
国
庫
補
助
金
で
は
防

火
水
槽
２
基
分
の
計
上
だ
が
新
設

な
の
か
。

答 

荒
川
地
区
の
羽
ヶ
榎
に
１
基

新
設
し
、
山
北
地
区
の
堀
ノ
内
の

防
火
水
槽
１
基
を
撤
去
し
た
後
に

１
基
新
設
す
る
も
の
で
あ
る
。

・
県
支
出
金

問 

新
潟
っ
子
ス
キ
ー
体
験
拡
大

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
委
託
に
つ
い
て
、

実
施
予
定
校
は
ど
こ
か
。

答 

希
望
校
は
３
校
あ
り
、
今
回

は
金
屋
小
学
校
、
小
川
小
学
校
、

さ
ん
ぽ
く
小
学
校
で
あ
る
。

の
補
助
金
交
付
規
則
は
適
用
し
な

い
も
の
で
あ
り
、
繰
越
金
の
25
％

の
目
安
は
あ
る
が
、
災
害
や
不
慮

の
事
故
の
場
合
な
ど
は
例
外
と
な

る
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
定
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、
繰
り
越
し
は
認
め

る
方
針
で
あ
る
。
今
後
は
新
年
度

分
の
交
付
に
当
た
っ
て
計
画
が
出

て
き
た
中
で
、
各
協
議
会
の
交
付

金
申
請
内
容
を
精
査
す
る
と
と
も

に
、
３
年
度
中
に
要
綱
の
見
直
し

を
す
る
中
で
検
討
し
て
い
く
。

・
教
育
費

問 
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の

村上市スケートパーク
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委
員
会
の
審
査
報
告
⑵

◎
長
谷
川　

孝 

○
鈴
木　

一
之

　

鈴
木　

好
彦 　

上
村　

正
朗

　

富
樫　

雅
男 　

稲
葉
久
美
子

　

鈴
木
い
せ
子

市
民
厚
生

市
民
厚
生

◆
村
上
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

問 

国
保
税
の
軽
減
対
象
世
帯
数

は
。
ま
た
、
税
制
改
正
に
お
け
る

個
人
所
得
課
税
の
見
直
し
に
伴
う

一
部
改
正
と
の
こ
と
だ
が
、
国
保

税
の
軽
減
判
定
に
影
響
は
な
い
の

か
。答 

令
和
元
年
度
実
績
の
数
字
に

な
る
が
、
４
８
０
９
世
帯
が
軽
減

対
象
世
帯
で
あ
り
、
元
年
度
末
の

国
保
の
世
帯
数
８
１
４
２
世
帯
の

６
割
弱
が
軽
減
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
対
象
者
の
判
定
所
得

に
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
の
改
正
で
あ
り
、
今
回
の
改
正

に
よ
り
影
響
が
あ
る
も
の
で
は
な

い
。

【
歳
出
】

・
民
生
費

２
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

問 

児
童
手
当
等
支
給
経
費
が
約

４
２
０
０
万
円
減
と
な
っ
て
い
る

が
何
人
分
か
。

答 

延
べ
人
数
で
当
初
６
万
５
千

人
と
し
て
い
た
も
の
が
、
４
千
人

の
減
と
な
っ
た
。

問 

実
人
数
に
す
る
と
３
０
０
人

位
と
な
り
、
少
子
化
の
中
で
か
な

り
大
き
な
数
字
と
思
う
が
、
過
大

に
見
積
も
っ
た
の
か
。

答 

支
給
金
額
も
児
童
１
人
当
た

り
５
千
円
か
ら
１
万
５
千
円
ま
で

で
あ
る
た
め
、
４
２
０
０
万
円
の

・
市
税

問 

滞
納
者
は
何
人
い
る
の
か
。

答 

元
年
度
決
算
に
よ
る
と
、
市

税
全
体
の
ど
れ
か
一
つ
の
税
目
で

も
滞
納
が
あ
る
と
い
う
形
で
の
実

人
数
は
１
１
６
２
人
に
な
る
。

【
歳
出
】

・
総
務
費

問 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
の
相

談
件
数
は
。

答 

元
年
度
は
３
２
８
件
、
２
年

度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
２
２
９

件
で
あ
る
。

新
も
含
め
、
３
年
度
だ
け
で
は
な

く
、
以
後
も
引
き
続
き
検
討
が
必

要
で
あ
る
。

・
衛
生
費

問 

火
葬
場
３
施
設
の
劣
化
状
況

や
今
後
の
建
て
替
え
の
計
画
は
。

答 

山
北
火
葬
場
は
、
特
に
塩
害

の
被
害
が
大
き
い
。
火
葬
場
に
限

ら
ず
、
公
共
施
設
の
見
直
し
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
３
火

葬
場
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
考
え

方
を
示
す
予
定
で
作
業
を
進
め
て

い
る
。

問 

第
２
次
総
合
計
画
の
中
に
指

標
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
国
保
で

は
１
人
当
た
り
の
医
療
費
の
抑
制

に
つ
い
て
、
最
終
年
度
と
な
る
３

年
度
に
は
目
標
を
達
成
で
き
る
の

か
。答 

総
合
計
画
を
立
て
た
当
時
は
、

１
人
当
た
り
の
医
療
費
が
上
昇
し

て
き
て
い
た
が
、
国
の
医
療
費
適

正
化
の
対
策
や
本
市
の
保
健
事
業

な
ど
に
よ
り
、
元
年
度
の
１
人
当

た
り
の
医
療
費
は
39
万
４
４
９
３

円
で
あ
り
目
標
は
達
成
し
て
い
る
。

◆　
条
例
改
正　
６
件

◆　
指
定
管
理
者
の
指
定　
２
件

◆　
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

◆　
介
護
保
険
特
別
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

３
年
度 

特
別
会
計
予
算

減
額
補
正
と
な
っ
た
。
当
初
予
算

は
約
７
億
円
あ
り
実
績
に
よ
り
減

る
見
込
み
で
、
例
年
並
み
の
補
正

額
で
あ
る
。

・
衛
生
費

問 

予
防
接
種
委
託
料
に
つ
い
て
、

１
７
０
０
万
円
の
減
と
な
っ
て
い

る
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生

状
況
は
。

答 

村
上
保
健
所
管
内
の
発
生
数

は
現
在
の
と
こ
ろ
０
件
で
あ
る
。

【
歳
入
】

３
年
度 

一
般
会
計
予
算

問 

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
進
捗

率
は
。

答 

２
年
12
月
末
現
在
、
防
犯
灯

９
０
７
１
基
の
う
ち
、
３
３
２
２

基
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
と
な
っ
て
お
り
、

全
体
の
37
％
の
進
捗
率
で
あ
る
。

・
民
生
費

問 

旧
神
納
東
小
学
校
を
活
用
し

て
子
ど
も
の
屋
内
遊
び
場
が
開
設

さ
れ
る
が
、
面
積
的
に
４
０
０
万

円
の
予
算
で
大
丈
夫
な
の
か
。

答 

体
育
館
の
約
半
分
を
使
用
す

る
。
テ
ー
マ
と
し
て
幼
児
の
体
力

向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
な
も
の
を

考
え
て
い
る
。
遊
具
の
整
備
は
更

◆　
介
護
保
険
特
別
会
計

問 

新
規
の
介
護
保
険
保
険
者
努

力
支
援
交
付
金
に
つ
い
て
、
今
年

度
は
基
金
に
積
み
立
て
る
と
の
こ

と
だ
が
具
体
的
な
使
い
道
は
。

答 

高
齢
者
の
た
め
の
包
括
的
支

援
事
業
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
行
う
事
業
な
ど
に
使
う
予

定
に
な
っ
て
い
る
。

◆　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

２
年
度 

特
別
会
計
補
正
予
算

３
年
度 

特
別
会
計
予
算

火
葬
場
の
老
朽
化 

今
後
の
建
て
替
え
は

山北火葬場
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委
員
会
の
審
査
報
告
⑶

◎
川
崎　

健
二 

○
川
村　

敏
晴

　

姫
路　
　

敏 　

山
田　
　

勉

　

大
滝　

国
吉 　

菅
井　

晋
一

　

尾
形　

修
平

経
済
建
設

経
済
建
設

◆
村
上
市
道
路
占
用
料
等
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て

問 

占
用
料
金
の
収
入
額
お
よ
び

改
正
を
す
る
こ
と
に
よ
る
影
響
額

は
。答 

占
用
料
は
、
継
続
、
新
規
、

一
時
占
用
等
が
あ
り
一
概
に
は
言

え
な
い
が
、
令
和
３
年
度
の
継

続
分
で
あ
れ
ば
、
旧
単
価
で
約

１
５
７
０
万
円
が
、
改
正
後
で
は

約
１
８
３
０
万
円
と
な
り
、
約

２
６
０
万
円
の
増
額
が
見
込
ま
れ

る
。

【
歳
出
】

・
農
林
水
産
業
費

問 

農
業
委
員
会
委
員・推
進
委
員

報
酬
が
３
月
補
正
と
な
る
理
由
は
。

答 

農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進

に
関
す
る
業
務
が
農
業
委
員
会
の

必
須
業
務
と
な
り
、
定
額
の
報
酬

２
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

に
上
乗
せ
さ
れ
る
報
酬
の
財
源
と

し
て
農
地
利
用
最
適
化
交
付
金
が

交
付
さ
れ
る
。
農
地
の
最
適
化
に

係
る
活
動
実
績
と
、
担
い
手
に
集

積
さ
れ
た
農
地
面
積
に
係
る
成
果

実
績
の
そ
れ
ぞ
れ
の
１
年
間
の
実

績
に
基
づ
い
て
報
酬
が
支
払
わ
れ

る
た
め
、こ
の
時
期
の
補
正
と
な
る
。

【
歳
入
】

・
使
用
料
及
び
手
数
料

問 
イ
ヨ
ボ
ヤ
会
館
入
館
料
を
前

３
年
度 

一
般
会
計
予
算

を
対
象
に
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

や
朝
活
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

就
職
に
つ
な
が
る
方
は
毎
年
15
名

程
度
い
る
。

・
農
林
水
産
業
費

問 

三
面
川
河
口
漁
業
施
設
経
費

の
測
量
設
計
等
委
託
料
に
つ
い
て
、

瀬
波
の
船
だ
ま
り
付
近
の
航
路
の

土
砂
を
取
り
除
く
と
の
説
明
だ
が

具
体
的
な
内
容
は
。

答 

管
轄
し
て
い
る
新
潟
県
河
川

課
と
の
協
議
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

３
年
度
に
堆
積
量
の
把
握
お
よ
び

工
法
選
定
を
し
、
４
年
度
に
土
砂
を

へ
補
助
金
を
出
す
こ
と
に
よ
り
、

木
材
需
要
の
伸
び
が
期
待
で
き
る

と
あ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答 

工
務
店
向
け
の
補
助
事
業
は
、

森
づ
く
り
基
本
計
画
策
定
委
員
会

の
委
員
か
ら
も
、
地
元
産
材
を
活
用

す
る
の
に
有
効
な
手
段
と
の
意
見
が

あ
る
の
で
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

◆
蒲
萄
ス
キ
ー
場
特
別
会
計

問 

蒲
萄
ス
キ
ー
場
の
今
後
の
展

３
年
度 

特
別
会
計
予
算

答 

毎
年
、
水
洗
化
の
普
及
活
動

は
行
っ
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
直
接
会
っ
て
お
願
い
す
る

こ
と
が
難
し
く
、
文
書
で
依
頼

を
行
っ
た
。
公
共
で
は
１・
５
％
、

集
排
で
は
１・
３
％
の
上
昇
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
下
水
道
の

メ
リ
ッ
ト
や
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

で
下
水
道
の
つ
な
ぎ
込
み
が
で
き

る
こ
と
を
伝
え
な
が
ら
普
及
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

◆
下
水
道
事
業
会
計

問 

村
上
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
排
水

し
て
い
る
処
理
水
は
年
間
１
８
０
万

ト
ン
で
、
水
温
は
約
15
度
か
ら
17

度
と
の
こ
と
だ
が
、
消
雪
パ
イ
プ
に

使
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答 

先
進
地
の
視
察
を
し
、
新
技

術
を
含
め
、
方
法
な
ど
を
建
設
課

と
上
下
水
道
課
で
研
究
を
し
て
い
る
。

◆
請
願　
１
件

◆
上
水
道
事
業
会
計

◆
簡
易
水
道
事
業
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

３
年
度 

事
業
会
計
予
算

３
年
度 

事
業
会
計
予
算

年
よ
り
下
げ
て
い
る
が
、
入
館
者

数
の
見
込
み
は
。

答 

約
３
万
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

【
歳
出
】

・
労
働
費

問 

若
年
者
職
業
自
立
支
援
事
業

経
費
が
４
０
７
万
４
千
円
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
成
果

が
得
ら
れ
て
い
る
か
。

答 

瀬
波
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
２
階
に
下
越
地
域
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
村
上
常
設

サ
テ
ラ
イ
ト
を
開
設
し
て
お
り
、

就
労
し
て
い
な
い
49
歳
ま
で
の
方

取
り
除
く
予
定
で
あ
る
。

問 

市
産
材
利
用
住
宅
等
建
築
奨

励
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
、
森
づ

く
り
基
本
計
画
の
中
で
、
工
務
店

望
は
。

答 

蒲
萄
ス
キ
ー
場
の
運
営
、
経

営
に
関
し
て
は
、
地
元
お
よ
び
関
係

者
等
と
も
協
議
し
、
社
会
教
育
施

設
と
し
て
の
役
割
も
考
慮
し
、継
続・

指
定
管
理
・
移
譲
・
廃
止
等
を
含
め

て
今
後
検
討
を
重
ね
４
年
度
中
に

は
方
向
性
を
示
し
た
い
。

◆
下
水
道
事
業
会
計

問 
水
洗
化
率
の
推
進
へ
の
取
り

組
み
は
。

２
年
度 

事
業
会
計
補
正
予
算

瀬波船だまり（三面川河口付近）

下
水
処
理
水
活
用
の
研
究
を
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議案番号 事　　件　　名 結　果 表　決

請願第１号
雇用調整助成金を利用している事業所へ
の支援を求める請願

採択
全会
一致

議第１号
村上市教育委員会委員の任命について
（小川 涼子 氏：新任）

原案
同意

全会
一致

（無記名投票）

議第２号
専決処分の承認を求めることについて
（専第２号　村上市体育施設条例の一部
を改正する条例制定について）

原案
承認

全会
一致

議第３号
専決処分の承認を求めることについて
（専第１号　令和２年度村上市一般会計
補正予算（第12号））

原案
承認

全会
一致

議第４号
専決処分の承認を求めることについて
（専第３号　令和２年度村上市一般会計
補正予算（第13号））

原案
承認

全会
一致

議第５号 令和３年度村上市一般会計予算 原案
可決

全会
一致

議第６号 令和３年度村上市土地取得特別会計予算 原案
可決

全会
一致

議第７号
令和３年度村上市情報通信事業特別会計
予算

原案
可決

全会
一致

議第８号
令和３年度村上市蒲萄スキー場特別会計
予算

原案
可決

全会
一致

議第９号
令和３年度村上市国民健康保険特別会計
予算

原案
可決

賛成
多数

議第10号
令和３年度村上市後期高齢者医療特別会
計予算

原案
可決

賛成
多数

議第11号 令和３年度村上市介護保険特別会計予算 原案
可決

賛成
多数

議第12号 令和３年度村上市上水道事業会計予算 原案
可決

全会
一致

議第13号 令和３年度村上市簡易水道事業会計予算 原案
可決

全会
一致

議第14号 令和３年度村上市下水道事業会計予算 原案
可決

全会
一致

−
議第15号村上市地方創生応援基金条例制
定についてに対する修正案

否決
賛成
少数

議第15号
村上市地方創生応援基金条例制定につい
て

原案
可決

賛成
多数

議第16号
村上市行政財産使用料徴収条例の一部を
改正する条例制定について

原案
可決

賛成
多数

議第17号
村上市災害弔慰金の支給等に関する条例
の一部を改正する条例制定について

原案
可決

全会
一致

議第18号
村上市新潟県厚生農業協同組合連合会村
上総合病院移転新築支援基金条例を廃止
する条例制定について

原案
可決

全会
一致

議案番号 事　　件　　名 結　果 表　決

議第19号 市有財産の無償貸付について 原案
可決

全会
一致

議第20号
村上市国民健康保険税条例の一部を改正
する条例制定について

原案
可決

全会
一致

議第21号
村上市国民健康保険条例の一部を改正す
る条例制定について

原案
可決

全会
一致

議第22号
村上市介護保険条例の一部を改正する条
例制定について

原案
可決

全会
一致

議第23号
村上市指定介護予防支援事業に関する基
準等を定める条例の一部を改正する条例
制定について

原案
可決

全会
一致

議第24号

村上市指定居宅介護支援事業者の指定に
関し必要な事項並びに指定居宅介護支援
等の事業の人員及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例制定に
ついて

原案
可決

全会
一致

議第25号

村上市指定地域密着型サービスの事業の
人員、設備及び運営等に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例制定につ
いて

原案
可決

全会
一致

議第26号

村上市指定地域密着型介護予防サービス
の事業の人員、設備及び運営等に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例
制定について

原案
可決

全会
一致

議第27号
村上市道路占用料等徴収条例の一部を改
正する条例制定について

原案
可決

賛成
多数

議第28号
令和２年度村上市一般会計補正予算（第
15号）

原案
可決

全会
一致

議第29号
令和２年度村上市土地取得特別会計補正
予算（第１号）

原案
可決

全会
一致

議第30号
令和２年度村上市介護保険特別会計補正
予算（第４号）

原案
可決

全会
一致

議第31号
令和２年度村上市下水道事業会計補正予
算（第３号）

原案
可決

全会
一致

議第32号
専決処分の承認を求めることについて
（専第４号　令和２年度村上市一般会計
補正予算（第14号））

原案
承認

全会
一致

議第33号
令和２年度村上市一般会計補正予算（第
16号）

原案
可決

全会
一致

議第34号
令和３年度村上市一般会計補正予算（第
１号）

原案
可決

全会
一致

※網掛けの議案は次ページに賛否を掲載しています。

　令和３年第１回定例会が、２月22日から３月19日までの26日間の会期で開催され、市長側提案36件、議会側
提案の報告２件、請願１件を議決し、閉会しました。

議案審議結果

令和３年第１回定例会 議決結果令和３年第１回定例会 議決結果
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請願の審議結果
件　　　　　名 請　　願　　者 紹介議員 付託委員会 審議結果

雇用調整助成金を利用している事
業所への支援を求める請願

村上電子工業会
　会長　河内　信一郎

佐藤　重陽
本間　善和

経 済 建 設
常任委員会 採択

※請願は本会議で採決が行われ、全会一致または賛成多数の場合、採択されます。

陳情の審査結果
件　　　　　名 陳　　情　　者 所管委員会 審査結果

滝矢川改修工事を早期に完成して
頂くための陳情

平林集落
　区長　武者　秀雄
　外　平林区役員
　　　平林区民一同

経済建設常任委員会 願意了承

「最低賃金の改善と中小企業支援
の拡充を求める意見書」の採択を
求める陳情書

新潟県労働組合総連合
　議長　藤田　孝一 経済建設常任委員会 意見の一致を

見なかった

※陳情は所管常任委員会の協議会で審査され、常任委員全員の了承で、願意了承となります。

小
お

川
が わ

　涼
りょう

子
こ

 氏（新任）

教育委員会委員が決まりました教育委員会委員が決まりました
次の方が議会で同意されました。（任期：令和３年５月21日〜７年５月20日）

教育委員会は、市長から独立した行政
機関として位置付けられているため、
教育委員会委員は、議会の同意を得
て、市長が任命しています。

各議員の賛否　議案審議結果のうち、賛否が分かれた網掛けの議案について、議員の賛否を公表します。
◎：会派の代表者　＊：会派の経理責任者

議案番号

鷲ヶ巣会 新政村上 清流会 高志会 新風会 賛否結果
◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊

賛　

成

反　

対

大
滝
国
吉

鈴
木
い
せ
子

本
間
善
和

河
村
幸
雄

長
谷
川　

孝

佐
藤
重
陽
２※

山
田　

勉

木
村
貞
雄

川
崎
健
二

鈴
木
好
彦

三
田
敏
秋
１※

尾
形
修
平

小
杉
武
仁

鈴
木
一
之

川
村
敏
晴

髙
田　

晃

姫
路　

敏

渡
辺　

昌

稲
葉
久
美
子

富
樫
雅
男

菅
井
晋
一

上
村
正
朗

議第９号 ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 19 １
議第10号 ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 19 １
議第11号 ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 19 １
議第15号修正案 × × ○ × × − ○ ○ × × − × × × × × ○ × ○ × × ○ ６ 14
議第15号 ○ ○ × ○ ○ − × × ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × 15 ５
議第16号 ○ ○ ○ ○ ○ − × ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 18 ２
議第27号 ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 19 １

※１　議長は地方自治法第116条の規定により表決に参加しません。
※２　欠席したため表決に参加しませんでした。
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　本市は、地域再生法第５条第４項第２号に規定する「まち・ひと・しごと創生寄附活用事業」として、地
域再生計画スケートボードの聖地「むらかみ」セカンドプロジェクトの認定を国から受けています。
　「議第15号村上市地方創生応援基金条例制定について」は、信金中央金庫からの寄附を複数年にわたり有
効に活用するため、基金を設置するものです。
　定例会最終日、この原案に対して修正案が提出されました。提出者は本間善和議員、賛成者は木村貞雄議
員、山田勉議員。
　本修正案は、賛成少数により否決されました。

 提案要旨 　本間　善和 議員
　寄附金を何の事業に活用する経費として積み立てる基金条例かを明確にし、市民の目線で市民の皆さまに
丁寧に分かりやすく表すため、活用事業名称である『スケートボードの聖地「むらかみ」セカンドプロジェ
クト』の文言を原案の第１条（設置）に追加した修正案を提出するものである。

 賛成討論 　木村　貞雄 議員
　この度、信金中央金庫より本市へ寄附があり、基金の条例制定が提案された。基金の使い道については、ス
ケートボードの事業に利用することで国へ申請しているが、第１条（設置）ではスケートボードのことは示され
ていない。議会の議決があれば条文の変更は可能だということを国へ確認できていることから、市民目線で分
かりやすく『スケートボードの聖地「むらかみ」セカンドプロジェクト』の文言を追加した修正案に賛成する。

 賛成討論 　上村　正朗 議員
　地方自治法は「地方公共団体は、住民の福祉の増進を図ることを基本」とすると定めており、村上市の主人
公である市民に分かりやすい条例を定めることに重要な意義があると考える。また、市議会が市長と対等の機
関として、市長提案の条例を修正することは「二元代表制」の本来の在り方である。修正案は、市民にとって
分かりやすく親切なものであるとともに、寄附をした信金中央金庫の思いに応えるものであると考える。

 賛成討論 　姫路　　敏 議員
　この村上市地方創生応援基金条例に対する修正案は、より市民に分かりやすくするため、市民目線での条
例に修正することを目的としている。
　先ほどの髙田晃議員の討論では、「提案している基金条例に、愛称を付けて市民に説明すれば修正するま
でのことではない」という発言があったが、そうではなく、条例にはしっかりと目的を明記するべきであ
る。なお、この修正案については、内閣府の承諾も得られている。

議第15号の修正案が否決されたため、原案の採決に入りました。

　　本議案は、賛成多数により可決されました。

 賛成討論 　髙田　　晃 議員
　本条例は、企業版ふるさと納税を一定期間基金として積み立てるための条例である。国が認定した本
市の地方再生計画事業は『スケートボードの聖地「むらかみ」セカンドプロジェクト』であるので、企
業版ふるさと納税制度を活用した寄附金は、地方再生法に規定されている本事業にしか活用できないも
のである。そのことは、本条例第１条（設置）で十分読み取ることができる。従って、原案に賛成する
ものである。

「討論」とは
　採決の前に、議員が議題となっている案件に対して、賛成か反対かの自己の意見を表明することです。
　 自己の意見に反対の議員や賛否の意思を決めかねている議員に対し、自己の意見に賛同させることを
　目的としています。

可決 議第15号　村上市地方創生応援基金条例制定について議第15号　村上市地方創生応援基金条例制定について

否決 議第15号村上市地方創生応援基金条例制定についてに対する修正案議第15号村上市地方創生応援基金条例制定についてに対する修正案



令和３年５月15日発行　第64号

（18）むらかみ市議会だより

議
会
の
取
り
組
み

チェックチェック!! 感
染
施
設
名
の
公
表
を
要
請

　

本
市
で
は
今
年
３
月
以
降
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
急
速
な
ペ
ー
ス
で

の
新
型
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が

確
認
さ
れ
、
市
民
の
不
安
や
心
配

が
強
ま
っ
て
い
る
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

各
議
員
の
も
と
に
も
、
市
民
か

ら
の
問
い
合
せ
や
ご
意
見
が
多
く

寄
せ
ら
れ
、
市
議
会
に
お
い
て

は
、
急
き
ょ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
調
査
対
策
特
別
委
員
会
正
副
委

員
長
会
議
や
全
員
協
議
会
を
開
催

し
、
市
長
等
に
対
し
市
内
の
感
染

状
況
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
ま
し

た
。
ま
た
、
市
民
の
不
安
を
払
拭

す
る
た
め
、
感
染
が
確
認
さ
れ
た

市
の
施
設
名
の
公
表
な
ど
、
感
染

状
況
の
情
報
開
示
を
強
く
要
請
し

ま
し
た
。

偏
見
や
差
別
、
い
じ
め
を
懸
念

　

一
方
で
、
感
染
し
た
方
や
そ
の

家
族
、
療
養
を
終
え
て
学
校
、
職

場
、
地
域
に
戻
ら
れ
た
方
、
ま
た
、

治
療
に
当
た
っ
て
い
る
医
療
関
係

者
や
そ
の
家
族
等
に
対
し
て
、
不

当
な
差
別
、
偏
見
、
い
じ
め
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
で
の
誹
謗
中
傷
が
懸
念
さ

の
非
常
事
態
の
中
、
不
確
か
な
情

報
、
事
実
と
異
な
る
情
報
に
惑
わ

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
正
し
い
知
識

に
基
づ
い
た
冷
静
な
対
応
、
相
手

の
立
場
を
理
解
し
思
い
や
る
行
動

が
、
ご
自
身
を
守
り
、
そ
し
て
私

た
ち
の
社
会
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

市
議
会
で
は
こ
れ
ま
で
、
市
民

生
活
や
地
域
経
済
へ
の
支
援
強
化

を
求
め
る
よ
う
市
長
に
提
言
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
、
市

民
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を

整
理
し
て
、
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
へ
の
有
効
な
対
策
を
進
め
る

よ
う
、
強
く
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
切
に
お
願
い
し
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。

　

当
市
議
会
で
は
昨
年
９
月
に
、

感
染
者
な
ど
に
対
す
る
偏
見
や
差

別
は
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
を
内
外
に
強
く
訴
え
る

た
め
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
す
る
差
別
や
偏
見
の

な
い
、
誰
も
が
元
気
あ
ふ
れ
る
活

力
の
あ
る
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め

の
決
議
」
を
全
会
一
致
で
可
決
し

て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
へ
県
の
厳
重
な
管
理

　

感
染
者
に
つ
い
て
の
情
報
は
、

人
権
擁
護
・
個
人
情
報
保
護
の
観

点
か
ら
県
が
厳
重
に
管
理
し
て
お

り
、
市
当
局
に
お
い
て
も
情
報
が

限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
市
議
会
に

対
し
て
も
報
道
発
表
以
上
の
情
報

の
提
供
が
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

市
議
会
に
お
い
て
も
、
人
権
擁

護
等
の
観
点
は
当
然
で
す
が
、
市

民
の
不
安
を
軽
減
す
る
情
報
や
、

感
染
拡
大
を
抑
制
す
る
と
判
断
さ

れ
る
情
報
等
に
つ
い
て
は
、
公
表

や
開
示
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

冷
静
な
対
応 

思
い
や
り
を

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
未
曽
有

感
染
拡
大
か
ら
私
た
ち
の
社
会
を
守
る

感
染
拡
大
か
ら
私
た
ち
の
社
会
を
守
る

  

市
民
の
不
安
払
拭
へ
情
報
開
示
の
必
要
性
も

市
民
の
不
安
払
拭
へ
情
報
開
示
の
必
要
性
も２回目の提言書を取りまとめ、議長から

市長へ提出（令和２年12月21日）

◎
河
村　

幸
雄 

○
菅
井　

晋
一

　

富
樫　

雅
男 　

鈴
木　

一
之

　

渡
辺　
　

昌 　

川
村　

敏
晴

◎
は
委
員
長　

 

○
は
副
委
員
長

議
会
広
報

議
会
広
報  

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

で
は
、
年
４
回
発
行
さ
れ

る
議
会
だ
よ
り
の
編
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。
定
例
会

に
お
け
る
一
般
質
問
、
議

案
審
査
や
議
決
結
果
、
そ

の
ほ
か
議
会
の
活
動
の
様

子
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
分

か
り
や
す
く
お
知
ら
せ
す

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

当
委
員
会
で
は
こ
の
度
、

多
く
の
方
に
議
会
の
仕
組

み
や
役
割
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、
議
会
を
も
っ
と
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た

め
、「
身
近
な
議
会
を
目

指
し
て　
村
上
市
議
会
の

手
引
書
」
を
作
成
し
ま
し

た
。
学
校
の
授
業
で
の
活
用
を
は

じ
め
、
幅
広
い
世
代
の
方
に
利
用

し
て
い
た
だ
け
る
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

手
引
書
は
市
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
、
印
刷
等
に
よ
り

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

「議会の手引書」を作成

議会の手引書
https://www.city.murakami.lg.jp/soshiki/1/gikai-tebikisyo.html
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市
内
に
あ
る
17
の
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
は
、
主
に
住
民
交
流
、
環

境
整
備
、
伝
統
文
化
、
地
域
・
産

業
振
興
を
目
指
し
て
地
域
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。
事
業
の
成
果

と
し
て
、
世
代
を
超
え
て
つ
な
が

り
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域

の
団
結
力
が
高
ま
り
、
地
域
へ
の

認
識
と
誇
り
が
生
ま
れ
て
き
た
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
る
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
の
で
、
し
っ
か

り
と
協
力
し
な
が
ら
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
へ
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
認
識
し
ま
し
た
。

　

現
場
の
介
護
人
材
お
よ
び
看
護

人
材
不
足
の
実
態
に
つ
い
て
、
担

当
課
よ
り
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、

人
材
確
保
の
必
要
性
と
課
題
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
人
材

確
保
策
を
導
き
出
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
、
国
民
健
康

保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い

て
、
各
制
度
の
概
要
と
特
別
会
計

へ
の
理
解
を
深
め
、
二
元
代
表
制

の
一
翼
を
担
う
議
会
の
監
視
機
能

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

山
北
産
業
振
興
公
社
と
イ
ヨ
ボ

ヤ
の
里
開
発
公
社
の
経
営
の
現
状

を
調
査
し
ま
し
た
。
イ
ヨ
ボ
ヤ
の

里
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
集
客
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
が
減
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
は
、
空
調
設
備
の
不
具
合

等
に
対
す
る
大
規
模
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
計
画
が
凍
結
状
態
に
あ
る
と
の

説
明
で
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
地

域
貢
献
し
て
い
る
組
織
で
あ
り
、

今
後
も
円
滑
な
経
営
の
進
展
が
望

ま
れ
ま
す
が
、
施
設
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
は
、
市
の
大
き
な
財
政

出
動
が
課
題
と
感
じ
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

市
民
厚
生
常
任
委
員
会

市
民
厚
生
常
任
委
員
会

経
済
建
設
常
任
委
員
会

経
済
建
設
常
任
委
員
会

地
域
の
特
色
を

地
域
の
特
色
を

  

生
か
し
な
が
ら

生
か
し
な
が
ら

人
材
不
足
の
解
消
を

人
材
不
足
の
解
消
を

  

考
え
る
考
え
る

公
益
法
人
の
現
状
調
査

公
益
法
人
の
現
状
調
査

委　員　会 調査日 場　　　所 調　　査　　内　　容

総務文教常任委員会 ２月８日 村上市役所第１委員会室 まちづくり協議会の現状と課題について

市民厚生常任委員会 １月19日 村上市役所第１委員会室

現場の介護人材及び看護人材不足の実態調
査について
介護保険制度、国民健康保険制度、後期高
齢者医療制度の概要と特別会計の仕組みに
ついて

経済建設常任委員会 ２月３日 村上市役所第１委員会室
公益財団法人山北産業振興公社、公益財団
法人イヨボヤの里開発公社の事業内容及び
経営状況等について

市議会では、定例会の会
期が終了すると各常任委
員会に分かれ、行政課題
など各所管事項について
調査しています。

市政をチェックチェック!!
閉会中事務調査

閉
会
中
事
務
調
査
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令和３年令和３年
第２回定例会のお知らせ第２回定例会のお知らせ（予定）（予定）委員会構成が変更になりました

　令和３年４月１日付けで会派の結成届および変更届が
ありました。これに伴い、議会運営委員会と高速交通等
対策特別委員会の委員構成が次のとおり変更になりまし
たのでお知らせします。

議会運営委員会（８人）
・河村　幸雄（鷲ヶ巣会） ・菅井　晋一（鷲ヶ巣会）
・姫路　　敏（市声クラブ） ・本間　善和（市声クラブ）
・鈴木　好彦（清流会） ・尾形　修平（高志会）
・長谷川　孝（新政村上） ・髙田　　晃（新風会）

高速交通等対策特別委員会（10人）
・大滝　国吉（鷲ヶ巣会） ・鈴木いせ子（鷲ヶ巣会）
・山田　　勉（市声クラブ） ・本間　善和（市声クラブ）
・川崎　健二（清流会） ・鈴木　好彦（清流会）
・鈴木　一之（高志会） ・小杉　武仁（高志会）
・佐藤　重陽（新政村上） ・川村　敏晴（新風会）

５月24日㈪ 請願・陳情の提出期限（正午まで）

６月７日㈪ 定例会初日（本会議）

11日㈮,14日㈪
15日㈫,16日㈬ 一般質問（本会議）

17日㈭ 総務文教常任委員会
一般会計予算・決算審査特別委員会

18日㈮ 市民厚生常任委員会
一般会計予算・決算審査特別委員会

21日㈪ 経済建設常任委員会
一般会計予算・決算審査特別委員会

23日㈬ 一般会計予算・決算審査特別委員会

28日㈪ 定例会最終日（本会議）

＊この日程は変更されることがあります。 
＊開会時間は午前10時です。

フードバンクでつながろう！
工
く

藤
どう

　いく子
こ

 さん（府屋）

■自己紹介をお願いします
　山北で生まれ育ち、現在59歳です。
　令和２年7月「フードバンクさんぽく」を設立
し、代表を務めています。
　コロナ禍で厳しい生活を送る頼り先の少ない、主
にひとり親家庭へフードドライブ（余っている食品
を持ち寄る運動）等によって集めた食品を直接届け
ています。

■フードバンク設立のきっかけは
　もともとは、若い世代の自殺を何とかしたいとい
う思いがあり、ゲートキーパーの講座に通っていま
した。そこでフードバンクの活動を知り、実際に食
品を届けるボランティアの経験をしたことで、相対
的貧困の実態を肌で感じました。お届けすると涙な
がらにご自身の苦しい状況について話して下さった

りします。
　じっくりと話を聴くことはゲートキーパーの活動
とも重なること、また、県フードバンク連絡協議会
の後ろ盾もあり設立を決意しました。

■今後の活動の抱負は
　地域の人たちがもっと笑顔で暮らせるように、皆
さんと一緒に考えながら楽しく活動していきたいで
す。
　“誰もが誰かを支える人であり、誰かに支えられる
人でもあります”
　さりげなく自然に助け合えるフラットな雰囲気を
地域全体に広げたいと思っています。
　食品や志金のご寄附にこだわることなく、皆さん
の得意なことで多方面からのご協力をいただけると
とてもうれしいです。

発
行
／
新
潟
県
村
上
市
議
会

発
行

責
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／
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市
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長
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